
渥美半島巡検

7月の授業が終わるとすぐに,私達 2年生は渥

美半島-と向かった｡夏休みをお預けにしての3

泊4日巡検｡ 1日巡検と2泊3日巡検を合同で行

うという形が取られた｡今回,私達は,初めてレ

ジュメを作 り,数回のゼミを経て,巡検に臨んだ｡

初日,豊橋駅に集合後,バスに乗 り込んで,也

質と地形の見学に出発した｡

渥美半島の基盤は,チャートなど古生層の岩石

で,山々を形成しており,この山麓を洪積世の渥

美層群が埋めている｡土壌の特色としては,湿潤

温暖期に形成された赤黄色土があげられる｡

最初の目的地は高師原で,黄色土の観察と高師

小僧の採取を行った｡高師小僧というのは,水辺

で生育した植物の水中に突き出した根に沿って鉄

の酸化沈殿物が紡錐形に硬化したもので,板の腐

食により中心､が空洞となっている｡採取は意外に

たやすく,ちょうど砂浜で貝がらを探すような感

じだった｡しばし童心にかえり,この "宝"探し

に興じた後,一路海-と向かった｡車中でバスガ

イ ドさんが,渥美の魅力の1つとして,優しく女

性的な内海と男性的な力強さをもつ外海の対照の

妙があると話してくれたが,遠州灘は波高く,正

に雄大であった｡その荒波は,55kmにわたって海

岸線を直線となし,海に迫る崖を垂直に削ってい

る｡海食崖は,高さ40mにそびえていて,人間が

小さく見えた｡露頭面から,きれいな3層構造が

観察された｡上から,砂層,シル ト層,傑層でシ

ル ト層には,姶良の火山灰がはさまっている｡手

でも簡単に削ることができるほどもろい磯層と,

シル ト層の柱状摂理が,海食面を垂直にしている｡

海岸線の後退は今もなお,年に1-2mの割合で

進んでいるということで,それを妨げるために,

テ トラポットが並べられていた｡渥美半島は,曲

隆運動により隆起したもので,海食その他で変形

したとはいえ,ドーム状のうね りを高台から観察

できるということだが,あいにくの天気で展望は

かなわなかった｡しかし,重苦しい空模様は,港

には絶好の演出効果をあげていたように思う｡こ

の空をバックにして,日出の石門に波がくだける

保 田 真 紀

様には,一種異様ともいえる迫力が感じられた0

日出の石門は,弱くなっっている断層部が波の侵

食を受けて大きく穴をあけた海食洞で,チャート

の地層があらわになった表面は,槽曲により複雑

に波打っている｡ 奇岩という表現がぴったりで,

皆,熱心に写真を撮っていた｡この後,半島の先

端部の伊良湖岬付近でクロマツの偏型樹を観察

し,1日めの見学を終えた｡様々の地学的現象か

ら,自然の大きさを改めて感じた｡

翌日から,人文巡検に入った｡最初の見学地は

渥美町｡労働年令層の存在する専業農家率が50%

を越え,日本一の園芸農業を誇る町である｡

まず選果場を訪ね,メロンの出荷の様子を見学

した｡独自に開発したという機械により,メロン

の大小を分ける作業が行われていた｡重さを認識

できるお皿にのせられたメロンが,1つ 1つ,ベ

ル トコンベアの上をS･M ･Lに分かれてすすんで
いくというものだった｡渥美は行政のテコ入れを

多く受けていて,地域ぐるみで農業に取 り阻んで

いる｡生産効率を考えて,いくつもの農業団地が

つくられている｡その 1つである堀切地区の温室

団地の外観を見学したが,壮観の一言に尽き,未

来の農業地帯といった感じであった｡ずらりと並

んだ温室は,まるで農業工場だ｡一通 りの実地見

学の後,農協でお話を伺い,渥美町ブランドのフ

ロンティアメロンをごちそうになった｡組織化と

近代化が,この町の農業を支えている｡

午後,町役場に行き,郷土博物館を丁寧に案内

していただいた後,渥美町の歴史や,農家の暮ら

しぶりなどについてお話を伺った｡貧土や耕地の

狭さといった逆境をバネとして,次々に新しい局

面を打開しながら今日に至った農家の人々の力強

さに関心した｡最後に,稚魚の育成や放流などを

行っている栽培漁業センターを見学 し,宿舎に

戻った｡移動車中でも説明があり,大変密度の濃

い日程を終えて,くたくたになっていた｡

翌日,最後の見学地,篠島に渡った｡観光が主

産業となっている離島である｡伊良湖岬からフェ

リーを利用した｡小さな島であるだけに,道が狭

-82-



く,軽自動車とバイクが目立って多い｡起伏に富

んでおり,典型的な漁村集落が形成されている｡

昼食後,隊列を阻んで島を一周したが,距離の割

に--ドなものであった｡(これは起伏のためば

かりではない｡島の人に高校生に見られた私達で

あったが,栗原先生の健脚についていくのに必死

だったのである｡)来てよかった,と感動した｡夕

食の後,観光協会の方から,妻問い婿や若い衆

宿,伊勢神宮への鯛の奉納など民俗学的なことか

ら,現在の観光開発に伴う問題まで,いろいろな

お話を伺った｡離島独特の生活というものを感 じ

た｡

見学内容はもちろんのこと,最後の夜の盛大な

反省会,最終日には駅のホームで千円札が風に舞

うなど,エピソードにも事欠かぬ充実した巡検で

あった｡

(7月14日～17日 三上 ･栗原教官指導)

新 潟 巡 検

上野で上越新幹線に乗 り,約 2時間｡列車は

あっという間に,新潟駅のホームにすべ り込んだ.

私達3年生19名は,井内先生の御指導のもと,3

泊 4日の新潟巡検-と出かけたのだった｡10月5

冒,天気は晩晴.初日は,山の下排水機場見学で

スタート｡ここは外水 (信濃川)と内水 (通船,

粟の木川)の2mもある水位差を間門で調節し

て,通船させる所だ｡折良く,南洋からのラワン

材を運ぶ筏が来たので,低水位方式で自動的に船

が通過するのを見ることができた｡水は低い方-

流れる,という簡単な原理ではあるが,この方法

を発見した人の賢さに皆が感心､させられていた｡

次は,新潟大学-0｢佐渡わかめ,いからし干こ

は砂だらけ｣と土地の民謡にうたわれた新潟砂丘

上の五十嵐という所に,広大なキャンパスを構え

ている｡地理学教室の高津先生に,新潟の都市化

と工業について,話を伺った｡長岡藩の外港とし

て開発された新潟市も,近年,上越新幹線の開通

や,大型デパートの進出などで,ますます都市化

が進んでいるそうだ｡まず新潟県の概要をつかん

でしまおうという意気込みの為,皆,熱心にノー

トをとっている｡最後に,先生が成田にかわる国

際空港が新潟にできるだろうと,力説していたの

が印象に残った｡

2日目｡建設省の方が用意してくださったマイ

クロバスで出発｡まず,新潟県の海岸浸食と地盤

沈下の状況を見る為,日和山公園-｡明治22年以

降,平均160mも汀線が後退し,又,旧新潟測候所
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も海中に没してしまい今は,跡形もないそうだ｡

海中に2本の長いコンクリートの棒が揺れて見え

たが,これは地盤沈下で突堤が沈んだものだった｡

原因は水溶性天然ガス採取に伴う大量の地下水揚

水によるものらしい｡沈下の状況をこのように

はっきり見たのは初めてだった｡｢海は荒海,向

こうは佐渡よ｣といわれた日本海も初秋のせいか

穏やかで,さほど広くない砂浜が,ずっと向こう

の新潟西港まで続いていた｡次は大河津分水資料

館｡ここでは,洪水の記録や分水路建設の記録を

見た後,屋上から分水路を見学した｡巨大な可動

堰や洗堰も今はすべて,コンピューターで集中管

理されているという｡ボタン1つで川の水量を変

えてしまうのだから科学技術の力とは,すごいも

のだ｡午後は燕市の役所-行き,金属洋食器など

の地場産業についての説明を受けた｡朝からの

--ドスケジュールの為か皆,大分疲れていて眠

そうだったが,帰る時に頂いたスプーンセットだ

けは,しっかりと抱え込んでいた｡

3日目は,新潟県庁-｡新潟平野の土地改良や

地盤沈下,信濃川の整備,地場産業の現状と問題

点,観光についてと各項目ごとの詳しい説明を聞

いた｡前日までの調査や話と重複する部分もかな

りあり,よりいっそう新潟県-の理解が深められ

た｡午後は各班ごとに新潟市南部で,農業集落調

査を行った｡見知らぬ家-の訪問にとても緊張し

たが,農家の方は親切で,質問に嫌な顔せず答え

て下さった｡｢昔は湿田に苦労し,今は減反で苦
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